
医療機器は、診断から治療にいたるすべての段階で、なく

てはならない存在です。しかし我が国では、依然として医療

機器の大半を海外に依存しており、大幅な輸入超過が続い

ています。「優れた医療機器の創出に係る産業振興拠点強

化事業」は、国際競争力を備えた国産医療機器の開発を支

援するための環境整備・体制構築、そしてそれに携わる人

材の育成を目的とする、日本医療研究開発機構（AMED）の

補助事業です。

本プログラムでは、企業人材に加え、医療従事者自身も「開

発人材」として必要な視点と実践力を養うべきだと考え、前

年度より医療従事者が主体的に学び、開発に参画できる場

の提供に取り組んできました。今年度はさらに、大阪大学内

の他部局・他施設との協働を通じて、より多角的かつ実践

的な学びの機会を拡充しています。企業関係者と医療従事

者がそれぞれの立場や経験を持ち寄り、互いに学び合い、

意見を交わしながら共に成長できる、双方向型の育成環境

を構築し、産学・医工の境界を越えた活発な交流を促し、異

なる専門性を融合した「融合人材」の育成をめざします。
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国立研究開発法人日本医療研究開発機構補助事業

優れた医療機器の創出に
係る産業振興拠点強化事業

のご案内

医療機器の開発に取り組む企業関係者、
医療従事者の皆さんへ

参加費
無料

2025年度プログラム

０１

座
学

対面式セミナー
※上記セミナーに加え、eラーニングも実施します。

9月12日（金）
大阪大学 感染症統合教育研究拠点
（ＣｉＤＥＲ）

０２

実
習

病院内実習
10月6日（月）～8日（水）
大阪大学医学部附属病院

ハンズオン・ラボ
9月27日（土）、12月20日（土）
神戸医療機器開発センター（MEDDEC）

０３

検
討
会

ニーズ検討会
11月7日（金）
大阪大学 感染症統合教育研究拠点
（ＣｉＤＥＲ）

日程、場所は変更される可能性があります。

参加申込： https://forms.gle/EZapUwRyapDN2Dvw9

ACCESS
大阪大学吹田キャンパスへのアクセス

生命システム棟

吹田キャンパスマップ

補助事業代表者 ご挨拶

特任教授 中島 清一

大阪大学医学部附属病院
消化器外科

大阪大学大学院医学系研究科
次世代内視鏡治療学共同研究講座



弊学プログラム参加者を対象に、臨床ニーズ・市場規模
把握、既存製品の改良・改善、製品コンセプト、製品の性
能評価方法、治験、事業戦略、知財戦略、薬事戦略、販
売戦略等、プロセスごとの相談に応じます。

オンライン相談にも取り組んでおります。

手術室と同等の環境で、大型生体動物（ブタ）を使って参
加者自身も実際の機器や器具に触れることで、自らの視
点で現場のニーズを見いだすという、ユニークな実習機会
です。実際に手術着を着用し、手術チームの一員として手
技を間近で観察することができます。臨床実習では困難な
よりリアルな現場体験ができます。

プログラムのご紹介 大阪大学プログラムは５つで構成されます

本プログラムは、「優れた医療機器の創出に係る産業振興拠点強化事業」に基づき、医療機器の開発を担う企業人材の育成と、機器開発を支える基盤の整備をめざすものです。

〇臨床実習には毎年、参加希望者が集中します。応募者多数の場合は「企業選定委員会※」にて検討し、参加者を決定させていただくことがあります。
 ※「企業選定委員会」は、大阪大学関係者、企業関係者、行政や自治体関係者等で構成されます。「企業選定基準」をもとに参加者を公正に選定します。

０３ ハンズオン・ラボ ０５ 開発相談
eラーニング（オンデマンド配信）では、企業側が主として
基礎的な医学知識（解剖や用語等）や医療現場の現状を
学びます。

対面式セミナーでは、企業側、医療側双方が、医療機器
ビジネスの総論、各論を学びます。

座学や臨床実習、ハンズオン・ラボを通して、参加者が自
ら見い出したニーズ、アイデアを持ち寄り、ドクターととも
にじっくり検討するワークショップ形式の検討会です。

最新のファシリテーション理論を駆使して、アイデアの発
散と集約化を行います。プレゼンのスキルアップにも！

０１ 座学 

０４ ニーズ検討会０２ 臨床実習

０２ 臨床実習に参加を希望される方は、
０１ 座学、０４ ニーズ検討会への参加が必須
となります。

企業側を対象とした、本学医学部附属病院の実臨床部門
（病院外来、検査室、病棟、手術室等）の視察、実習です。
３日間にわたって実際の臨床活動の現場をじっくり観察し、
企業人材みずからがニーズを発見できる機会を提供しま
す。参加者が実習で見いだしたニーズは、のちの検討会
でドクターらと詳しく検討します。

参加費は原則無料です。ただし、プログラム内
容によっては一部実費負担をお願いすることが
あります。

プログラムは変更される可能性があります。

①

②

③

■ ご留意事項
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